
新型コロナウイルス感染症の対応を踏まえたワクチン接種・検体採取の担い手を 

確保するための対応の在り方等に関する検討会  

開催要綱 

 

１．趣旨 

新型コロナウイルス感染症のワクチン接種や検体採取（以下「ワクチン接種等」と

いう。）については、各自治体において、ワクチン接種等を更に迅速かつ円滑に進める

ことが求められてきたところである。 

今般の新型コロナウイルス感染症に対する対応を踏まえ、各医療関係職種について、

普段実施している業務や専門性を勘案して、ワクチン接種等の担い手を確保するため

の対応の在り方等について検討を行う。 

 

２．検討事項 

感染症まん延時等において、医師や看護師等以外の者がワクチン接種のための注

射や PCR 検査等のための鼻腔・咽頭拭い液の採取を行うことについて 

 

３．構成員 

構成員は、別紙のとおりとする。 

 

４．運営等 

（１）本検討会は、医政局長及び健康局長が別紙の構成員の参集を求めて開催する。 

（２）本検討会においては、必要に応じ、（１）の構成員以外の学識経験者及び医療関

連の専門業務に精通した者等の出席を求めることができる。 

（３）検討会は原則として公開するとともに、議事録を作成し、公表する。 

（４）本検討会の庶務は、医政局医事課、健康局予防接種担当参事官室及び健康局結

核感染症課が行う。 

（５）この要綱に定めるもののほか、本検討会の運営に関し、必要な事項は、会議

において定める。 
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